




要約:成人病危険因子の効果的検出方法を検討する一環として、高コレステロール血症者を

発見するために対象年齢や方法を変えて小児成人病健診を行い、以下の結果を得た。①動

脈硬化に関係する血清脂質異常を効率よく検出する採血項目としては、血清総コレステロ

ール単独か血清総コレステロールと HDL コレステロールの併用が良い。②健診は低年令で

行うよりは児童生徒で行う方が発見される異常者の絶対数は増える。③ハイリスク者を選

んで健診する方法は異常者の発見効率が高くなる。④小児成人病健診を行う方法として学

校単位での集団健診は有力な方法であるが医師会などの協力が得られれば病院、開業医を

窓口にした方法をとることができる。と考えられた。 


